
育休取得は月末がお得?!
その②ボーナス版

TOP社労士事務所



さて、毎月の社会保険料と育休の関係をお伝えしてまいりましたが

今回はボーナスとの関係性をお伝えします!!

ズバリ育休はボーナス支給月に絡めないと「もったいない」デス

ここで面倒な計算をお伝えします。

例）

月給（標準報酬月額・前回出てきましたよね）30万

ボーナス60万円の方、6月末日ボーナス支給



これ思い
出してく
ださいね



計算してみよう

• 月給30万円（標準報酬月額）とすると

30万円×【9.98%※東京（40歳未満の人ね）＋18.3％/2（事業主と折半）】

⇒30万円×14.14（イヨイヨ来たね～ で覚えてね）⇒42,420円

• ボーナス60万円（上記と同じ計算）

60万円×【9.98%（40歳未満の人ね）＋18.3％/2（事業主と折半）】

⇒60万円×14.14⇒84,840円

えっうまく休むと127,260円 社会保険料が免除になるの!!?



日本年金機構のホームページより
ほーっ
そういう事か!!

じゃあ 6/30日ボーナス支給会社の場合
ギリ6/30育休開始⇒7/31日終了8/1復帰だと
※ボーナスの社会保険料免除は1月超ココ注意

月給2か月分の社会保険料免除＋ボーナス社会保険料免除

さらーに
賃金日額（雇用保険）の67％が土日含めて支給ですよ

じゃあ さっきの月（42,420円）×2か月＋ボーナス（84,840円）
の社会保険料免除⇒169,680円

さらに賃金日額の補填（ここざっくりね 月額の計算が標準報酬月月では
なくなり雇用保険の賃金日額が計算の土台となるので ざっくりと言いました）
30日分≒5,000円（おおよそこのくらいとみておこう）×日数×67%が
雇用保険から支給

3,350円×32日分「これも大事 土日が含まれているですよ～ お得」
⇒107,200（＋169,680）結構な金額になるよね～



個別相談承ります!!

お問い
合わせは
コチラ

TOP社労士事務所 お問い合わせフォーム

クレジット払い導入いたしました!!
お気軽にどうぞ。
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